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（
市
町
村
に
対
す
る
共
済
事
業
の
実
施
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

第
十
四
条

法
第
百
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
由
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
す
る
。

一

当
該
農
業
共
済
組
合
が
共
済
事
業
を
行
う
こ
と
に
困
難
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
農
業
共
済
組
合
の
区
域
に
お
い

て
引
き
続
き
共
済
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
区
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
が
共
済
事
業
を
行
う
こ
と
と
す
れ
ば
、
共
済
事
業
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に

要
す
る
経
費
の
額
が
減
少
し
、
そ
の
他
当
該
農
業
共
済
組
合
が
共
済
事
業
を
行
う
場
合
よ
り
も
共
済
事
業
の
運
営

を
効
率
的
か
つ
円
滑
に
行
う
見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
）

第
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
百
一
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
共
済
組
合
と
市
町
村

と
の
協
議
が
調
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
農
業
共
済
組
合
及
び
当
該
市
町
村
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
か
ら
の
申
請

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
申
請
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
の
特
別
会
計
の
経
理
）

第
十
六
条

法
第
百
十
条
第
一
項
の
特
別
会
計
は
、
次
に
掲
げ
る
勘
定
に
区
分
し
、経
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

農
作
物
共
済
に
関
す
る
勘
定

二

家
畜
共
済
に
関
す
る
勘
定

三

果
樹
共
済
に
関
す
る
勘
定

四

畑
作
物
共
済
に
関
す
る
勘
定

五

園
芸
施
設
共
済
に
関
す
る
勘
定

六

法
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
施
設
に
関
す
る
勘
定

七

業
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る
勘
定

（
共
済
事
故
と
し
な
い
旨
の
申
出
）

第
十
七
条

家
畜
の
飼
養
頭
数
そ
の
他
家
畜
の
飼
養
に
関
す
る
条
件
が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
組

合
員
等
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
等
に
対
し
、
死
亡
廃
用
共
済
の
包
括
共
済
関
係
に
つ

い
て
、
法
第
九
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
共
済
事
故
の
一
部
を
共
済
事
故
と
し
な
い
旨
の
法
第
百
十
七
条
第

一
項
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

施
設
園
芸
の
業
務
の
規
模
そ
の
他
施
設
園
芸
に
関
す
る
条
件
が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
組
合

員
等
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
等
に
対
し
、
施
設
内
農
作
物
を
共
済
目
的
と
す
る
園
芸

施
設
共
済
の
共
済
関
係
に
つ
い
て
、
法
第
九
十
八
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
共
済
事
故
の
う
ち
病
虫
害
を
共
済
事

故
と
し
な
い
旨
の
法
第
百
十
七
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
費
の
賦
課
）

第
十
八
条

農
業
共
済
組
合
及
び
全
国
連
合
会
は
、
毎
事
業
年
度
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
金
を

賦
課
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
特
別
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
額
及
び
賦
課
方
法
に
つ
き
、

行
政
庁
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
は
、
毎
会
計
年
度
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
す
る
賦
課
金
の
額
及

び
賦
課
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
額
及
び
賦
課
方
法
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

農
業
共
済
組
合
及
び
共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
は
、
毎
事
業
年
度
（
共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
毎

会
計
年
度
）、
法
第
百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
す
る
賦
課
金
の
額
及
び
賦
課
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
額
及
び
賦
課
方
法
を
行
政
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。

（
共
済
金
額
の
削
減
）

第
十
九
条

組
合
等
（
特
定
組
合
等
を
除
く
。）は
、
事
業
年
度
ご
と
及
び
事
業
勘
定
区
分
（
法
第
六
十
二
条
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
勘
定
区
分
で
あ
っ
て
、
共
済
事
業
の
種
類
に
応
じ
設
け
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
次
項
及
び
第
二
十

七
条
に
お
い
て
同
じ
。）（
共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
第
十
六
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

勘
定
の
区
分
）
ご
と
に
、
法
第
六
十
四
条
（
法
第
百
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
準
備
金
を

共
済
金
の
支
払
に
充
て
て
も
な
お
不
足
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
き
に

限
り
、
事
業
規
程
等
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
共
済
金
額
の
削
減
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
組
合
等
は
、
事
業
年
度
ご
と
及
び
事
業
勘
定
区
分
ご
と
に
、
法
第
六
十
四
条
の
準
備
金
を
共
済
金
の
支
払
に

充
て
て
も
な
お
不
足
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
事
業
規
程

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
共
済
金
額
の
削
減
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
共
済
金
額
の
削
減
に
よ
り
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
共
済
金
の
総
額
は
、
事
業
年
度

ご
と
及
び
事
業
勘
定
区
分
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一

農
作
物
共
済

支
払
う
べ
き
共
済
金
の
総
額
か
ら
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
作
物
通
常
責
任

共
済
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額

二

家
畜
共
済

支
払
う
べ
き
共
済
金
の
総
額
か
ら
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
家
畜
通
常
責
任
共
済
金
額
を

差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額

三

果
樹
共
済

支
払
う
べ
き
共
済
金
の
総
額
か
ら
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
果
樹
通
常
責
任
共
済

金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額

四

畑
作
物
共
済

支
払
う
べ
き
共
済
金
の
総
額
か
ら
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
畑
作
物
通
常
責
任
共
済
金
額

を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
千
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
金
額

五

園
芸
施
設
共
済

支
払
う
べ
き
共
済
金
の
総
額
か
ら
第
四
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
園
芸
施
設
通
常

責
任
共
済
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
千
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
金
額

（
免
責
事
由
）

第
二
十
条

法
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

家
畜
共
済
に
付
さ
れ
た
家
畜
で
あ
っ
て
当
該
家
畜
に
つ
い
て
家
畜
共
済
に
係
る
共
済
責
任
の
始
ま
っ
た
日
か
ら

二
週
間
（
農
林
水
産
省
令
で
特
定
の
疾
病
に
つ
き
二
週
間
を
超
え
る
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
疾
病
又
は
当

該
疾
病
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
事
故
に
つ
い
て
は
、
そ
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
た
期
間
）
を
経
過
し
な
い
も
の

に
つ
い
て
共
済
事
故
が
生
じ
た
こ
と
（
当
該
共
済
事
故
の
原
因
が
当
該
共
済
責
任
の
始
ま
っ
た
時
以
降
に
生
じ
た

も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。）。

二

死
亡
廃
用
共
済
に
付
さ
れ
た
家
畜
で
あ
っ
て
廃
用
に
係
る
も
の
を
、
あ
ら
か
じ
め
組
合
等
の
承
諾
を
得
ず
に
と

殺
し
、
又
は
譲
り
渡
し
た
こ
と
（
当
該
承
諾
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な

い
事
由
の
あ
る
場
合
を
除
く
。）。

第
二
節

農
業
共
済
責
任
保
険
事
業

（
保
険
関
係
の
成
立
）

第
二
十
一
条

農
作
物
共
済
に
係
る
法
第
百
六
十
五
条
の
保
険
関
係
は
、
農
作
物
共
済
に
係
る
共
済
事
故
の
発
生
態
様

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
区
分
（
次
条
及
び
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
農
作
物
保

険
区
分
」
と
い
う
。）ご
と
に
、
農
作
物
共
済
に
係
る
共
済
責
任
を
一
体
と
し
て
こ
れ
に
つ
き
存
す
る
も
の
と
す
る
。

２

家
畜
共
済
、
畑
作
物
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
又
は
任
意
共
済
に
係
る
法
第
百
六
十
五
条
の
保
険
関
係
は
、
共
済
関

係
ご
と
に
、
当
該
共
済
関
係
に
係
る
共
済
責
任
に
つ
き
存
す
る
も
の
と
す
る
。

３

果
樹
共
済
に
係
る
法
第
百
六
十
五
条
の
保
険
関
係
は
、
果
樹
共
済
に
係
る
共
済
事
故
の
発
生
態
様
そ
の
他
の
事
情

を
勘
案
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
区
分
（
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
果
樹
保
険
区
分
」

と
い
う
。）ご
と
に
、
果
樹
共
済
に
係
る
共
済
責
任
を
一
体
と
し
て
こ
れ
に
つ
き
存
す
る
も
の
と
す
る
。
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